
明治書院「精選 言語文化」指導資料 R4 古文編 単元７「種の浜」現代語訳●1 

 

c_07_04_07_irohama_goyaku 

お
く
の
ほ
そ
道 

 

種
の
浜 

―
 

現
代
語
訳 

―
 

  

（
八
月
）
十
六
日
、
空
が
晴
れ
た
の
で
、
ま
す
ほ
の
小
貝
を
拾
お
う
と
、
種
の
浜
に
舟
を
走
ら
せ
る
。
海

上
（
の
距
離
）
は
七
里
で
あ
る
。
天
屋
な
に
が
し
と
い
う
者
が
、
割
籠
（
に
入
れ
た
弁
当
）
と
小
竹
筒
（
に

入
れ
た
酒
）
な
ど
を
こ
ま
ご
ま
と
用
意
さ
せ
、
従
者
を
大
勢
、
舟
に
乗
せ
て
、
追
い
風
を
受
け
て
、
ほ
ん
の

わ
ず
か
な
時
間
で
（
浜
に
）
吹
き
寄
せ
ら
れ
て
着
い
た
。
浜
に
は
粗
末
な
漁
師
の
小
さ
な
家
が
あ
り
、
わ
び

し
い
法
華
宗
の
寺
（
本
隆
寺
）
が
あ
る
。
こ
こ
で
茶
を
飲
み
、
酒
を
温
め
て
（
飲
み
）
、
（
時
間
を
過
ご
し
て

迎
え
た
）
夕
暮
れ
の
寂
し
さ
は
、
非
常
に
感
動
的
で
あ
っ
た
。 

 
 

寂
し
い
こ
と
だ
、（
『
源
氏
物
語
』
に
書
か
れ
て
い
る
）
須
磨
（
の
秋
）
に
ま
さ
る
（
こ
の
）
浜
の
秋
は
。 

（
色
の
浜
に
寄
せ
る
）
波
の
間
に
、
小
さ
な
貝
に
ま
じ
っ
て
、
萩
の
花
の
塵
（
散
っ
た
花
び
ら
）
が
あ

る
。 

 

そ
の
日
の
（
行
楽
の
）
あ
ら
ま
し
を
、
等
栽
に
書
か
せ
て
、
寺
（
本
隆
寺
）
に
残
す
。 


